
[お問い合わせ] 一般社団法人 岩手県医療薬剤師会 三浦 清明

〒023-0813 岩手県奥州市水沢区中町55 TEL:0197-51-1515
500円 (学生無料)500円 (学生無料)会費

◆地域包括ケア・薬事に関連する全ての方が対象です。お気軽にご参会ください。◆日本薬剤師研修センター認定研修会（１単位 )

2016年12月1日（木）18:45～20:30
水沢サンパレスホテル

「今年のテーマはASHPに倣ってGROWです!」

Program

情報サプリメントシリーズ Vol.5

18:45 【情報提供】

レルベアエリプタ

グラクソ・スミスクライン(株)

19:00 【オープニングリマークス】

岩手県立胆沢病院薬剤科長 工藤 琢身 先生

19:05 CLINICAL SYMPOSIUM 基調講演の部

Chairperson 奥州市総合水沢病院 薬剤科 松本 忍 先生

【Keynote Speaker①】グラクソ・スミスクライン（株）

開発本部 メディカルアフェアーズ部門

MSL呼吸器部 東日本マネージャー 村松 淳 先生

演題 「喘息の課題と吸入指導
～よりよい喘息コントロールの為に～」

【Keynote Speaker②】一般社団法人 岩手県医療薬剤師会

Pharmaceutical Ascension Coaching Adviser 小野寺 健 先生

演題 「地域包括ケア時代の吸入ケア」

CLINICAL SYMPOSIUM 総合討議の部
～ここで討議 (※symposium-style)のため会場準備いたします～

Facilitator 奥州市総合水沢病院 薬剤科 松本 忍 先生

【クロージングリマークス】

岩手県立江刺病院薬剤科長 熊谷 敏宏 先生

日時

会場

テーマ

Iwateken Society of Health-System Pharmacists

※symposiumの語源は一緒に
syn-飲む posisの意のギリ

シア語 symposionのラテン音
訳。現在では饗宴の意味と，
なごやかな雰囲気のなかで行
われる学問上の討論会の事で
あり、当会では、その古代ギ
リシャに倣った討論・情報交
換の形式を“symposium-styl
e”と表記しています。

１２月１日は、なぜか昨
年に引き続き諸事情により
当会の共催する２つのプロ
グラムがブッキングしてし
まいました。＜下記参照＞
中部地区 MEDICAL FORUM
ブランニュー北上
19:00～ 会費500円
どちらも興味深いと思わ

れている先生にはご迷惑を
おかけしますが、病薬系の
単位が必要な方は北上に参
加されるとよろしいかと思
います。また、どちらの会
も当会で日本薬剤師研修セ
ンターの認定研修会を取得
しておりますので、薬剤師
研修手帳に記入する際には、
研修主催者の欄に「(一社)
岩手県医療薬剤師会」とご
記入ください。クリニカル
シンポジウムについては、
今年で２回目となりますが、
丁度米国で開催されている
ミッドイヤークリニカルミー
ティングにあやかって限り
なく似た雰囲気で開催して
おります。今年のASHPは、
４日からですので先行開催
となりますが、米国に負け
ない程有意義な会になれば
いいなと願っております。

◆討議(Symposium-style)ではBeaujolais NouveauがCHEESEやオードブルと共に供されます。


